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Center for the Promotion of Excllence in Higher Education, Kyoto University
（1）高校2年時における4つの資質・能力は、大学1年時のそれぞれの資質・能力に大きく影響を及ぼす。
（2）大学1年時で主体的な学習態度をもっていることが、資質･能力を身につけるために、アクティブラーニング外化を
行うために重要である。
（3）大学1年時の主体的な学習態度は、同じく大学1年時の二つのライフで説明される。その二つのライフは、高校2
年時のキャリア意識に大きな影響を受ける。
（4）高校2年時の資質・能力のなかでも、計画実行力は大学1年時の主体的な学習態度に影響を及ぼし、コミュニケー
ション・リーダーシップ力は同じく大学1年時のアクティブラーニング外化に影響を及ぼす。
（5）とくにジェンダー、大学偏差値、学部学科、中高一貫の属性・社会的要因が、資質･能力や学習、キャリア意識に
影響を及ぼしていた。
（6）高校2年時の勉学タイプ、勉学そこそタイプは、大学1年時の学びと成長（資質・能力・学習、キャリア意識）にしっ
かり繋がる生徒タイプである。授業外学習を行う、キャリア意識が高い、対人関係、自尊感情が良好であること、
すべてをバランス良く持ち合わせることがポイントである。
